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ムラタのハードウェアを使用したアイデアを募集する事業共創プロジェクト 

「KUMIHIMO Tech Camp with Murata」開催 

~対象製品数増加や知財特許の一部開放など前年から大幅に規模を拡大~ 
 

 
株式会社村田製作所（本社：京都府長岡京市、代表取締役社長：中島 規巨、以下、「村田製作所」）

はこの度、ReGACY Innovation Group株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：成瀬 功一）と
協業し、ムラタのハードウェアを使用したアイデアを広く募集し、共にカタチにしていく事業共創プロ
ジェクト「KUMIHIMO Tech Camp with Murata」のエントリーを 10月 9日から開始します。プレ開
催の一昨年から数え３回目の開催となる今回は、対象製品の拡大や知財特許の一部開放など大幅に規模
を拡大します。 
 

 
「KUMIHIMO Tech Camp with Murata」とは 
本プロジェクトは、“ハードウェアの力で世界を変えたい！”という想いを実現するため、企業や大学

に向けて、村田製作所の電子部品を提供し、新製品・サービスのアイデアを募るとともに、選考を通過
したアイデアは実用化に向け、試作機の製作や量産・販売のサポートまで行う共創プロジェクトです。
プロジェクト内では、通常では入手しにくい村田製作所のセンサ、通信モジュールなど、高性能な電子
部品を購入することができます。 
また、選考を通過した企業には R&D エンジニアの人的リソースおよびエンジニアが保有する知識・

ノウハウの提供から量産開始とビジネスの拡張まで、ビジネス化に必要なサポートを提供します。 

代表取締役社長 中島 規巨 
京都府長岡京市東神足 1丁目 10番 1号 
TEL：075-955-6786/FAX：075-955-7359 
URL: http://www.murata.com/ja-jp 

http://www.murata.com/ja-jp


 

前回よりも大幅に規模を拡大し開催 
通算 3 回目となる今回は、村田製作所が指定する対象製品が 10 項目以上に。センサからマイクロブ

ロアまで、幅広いラインアップからアイデアを募集します。また今年から知財特許の一部を開放した募
集を実施。より幅広く多岐にわたったアイデアを募集します。ぜひこの機会に奮ってご応募ください。 
また、今年の 12月にはイスラエルにて海外での「KUMIHIMO Tech Camp with Murata」実施を予定

しており、今後さらなる拡大を計画しています。 
 
 

 本プロジェクト概要 
名称   ： 「KUMIHIMO Tech Camp with Murata」 
実施期間 ： 【説明会】  2023年 11月 10日（金）（1回目） 

2023年 12月 4日（月）（2回目） 
※１回目説明会には 2022年度の最優秀賞受賞企業である SORA 
Technology株式会社に参加いただき、応募動機・成果・今後の村田製作所
との取り組みについてお話しいただきます。 

【選考開始】2024年 1月～ 
【選考結果発表】2024年 3月 

特設サイト： https://solution.murata.com/ja-jp/collaboration/kumihimo-tech-camp/ 
 
 募集テーマ 

＜ムラタのハードウェアを活用した、これからの世の中を変えていく サービス・ソリューション
案＞ 
「KUMIHIMO Tech camp with Murata」では、村田製作所のハードウェアを活用したアイデアを広く募
集します。通信やモビリティの未来を変えるようなアイデア、また環境やウェルネスの分野で地球や暮
らしに貢献するアイデアなど、ジャンルを問わずこれからの世の中を変えていくような提案をお待ちし
ております。 

 

詳細テーマ 

無線通信 ・無線通信モジュールの価値を高める技術を持つスタートアップとの共創 

センサ全般 ・AMR（全方位検知）センサ・スイッチを求めるスタートアップとの共創 

疲労ストレス計 ・自律神経の状態を可視化し、ヒトがもっと健康に元気になるサービスを作りたい 
スタートアップとの共創 

RFID ・新市場の開拓”、または“データを活用した特定用途向けサービスやプラットホーム
を営むスタートアップとの共創 

音響センサ ・音の変化を読み取り、いち早く異常検知をしたいスタートアップとの共創 

JIGlet ・アナログ作業の現状を把握し、効率化を進めるサービスをつくりたいスタートアッ
プとの共創 

知財 ・村田製作所では実現できなかった特許を活用したいスタートアップとの共創 

その他 ・村田製作所のハードウェアを活用した、これからの世の中を変えていくスタートア
ップとの共創 

※詳細は HP をご確認ください。 

＜https://solution.murata.com/ja-jp/collaboration/kumihimo-tech-camp/themes/＞ 

https://solution.murata.com/ja-jp/collaboration/kumihimo-tech-camp/
https://solution.murata.com/ja-jp/collaboration/kumihimo-tech-camp/themes/


 

 
 本プロジェクトのサポート内容 

本プロジェクトに参加することで受けられるサポート内容は下記の通りです。 
 
① 高性能部品を小ロットから購入可能 

村田製作所のセンサ、通信モジュールなど、一般向けに販売していない高性能な電子部品を購
入できます。アイデアの実証実験などにご活用ください。 

② 試作品製作サポート 
一般社団法人京都試作ネットを通じて試作品の設計・製作をサポートします。 
https://kyoto-shisaku.com/ 

③ ビジネス化に向けたサポート 
選考を通過した企業にビジネス化に必要なサポートを提供します。 
※具体的な内容は、企業ごとに検討したうえで決定します。 
 
【主な支援例】 
・ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 スケジュール 

1. 2023年 11月 10日 、12月 4日 プログラム説明会 
本プロジェクトの概要、コンセプト、対象製品について紹介するプログラム説明会を実施しま
す。実施後、当日の内容を撮影した動画を本ページに公開予定です。 
※１回目説明会には 2022年度の最優秀賞受賞企業であるSORA Technology株式会社に参加い
ただき、応募動機・成果・今後の村田製作所との取り組みについてお話しいただきます。 

 
2. 2024年 1月～選考開始 

PoC の有無は問いません。アイデアのみでもご応募いただけます。 
 

3. 2024年 3月 選考結果発表 
一次選考は書類選考、最終選考はプレゼンテーション形式で実施します。 

 

技術の確立 

 R&D エンジニアの人的リ
ソースおよびエンジニア
が保有する知識・ノウハウ
の提供 

 共同研究/開発/評価のた
めの設計・製造費用の提供 

 知的財産に関する知識の
提供や知的財産活動の支
援 

量産準備 

 プロセスエンジニア・品質
エンジニアなど量産に向
けたリソースの提供 

 製品の仕様確定を目的と
したマーケティングネッ
トワークの提供 

 出資の検討 

量産開始とビジネスの拡張 

 量産能力とグローバル規模の
サプライチェーンの活用 

 ビジネス規模拡張に向けた商
品展開、用途展開の検討などの
マーケティングサポート 

 ライセンシング、ジョイント・
ベンチャー設立などのオプシ
ョンの提案 

https://kyoto-shisaku.com/


 

4. 村田製作所との協業/ビジネス化に向けた検討 
選考を通過された企業と、協業やビジネス化に向けた取り組みの検討を開始します。 

  
 プログラム説明会 

本プロジェクト参加検討企業に向け、本プロジェクトの概要、コンセプト、対象製品について
紹介するプログラム説明会を実施します。説明会では、村田製作所の共創スペースの見学や、
実際に村田製作所が持つデモ機を体験することが可能です。ぜひお気軽にご参加ください。 
 
KUMIHIMO Tech Camp with Murata説明会 

・ 日時：2023 年 11 月 10 日（金）（1 回目）、2023 年 12 月 4 日（月）（2 回目） 

・ 実施方法：オフライン開催 

・ 会場：村田製作所みなとみらいイノベーションセンター 

・ 参加フォーム：https://solution.murata.com/ja-jp/collaboration/kumihimo-tech-camp/briefing/ 

 
 
 募集要領 

詳細は下記 URLよりご確認ください。 
＜https://solution.murata.com/ja-jp/collaboration/kumihimo-tech-camp/guideline/＞ 

 
■ReGACY Innovation Group株式会社 
住所：東京都千代田区大手町 2-7-1 
設立：2022年 2月 22日 
代表：代表取締役 成瀬 功一 
URL：https://regacy-innovation.com/ 
今、日本企業や自治体はこれまで自身が築いてきた強固な既存の仕組みに阻まれ思うようにイノベーシ
ョンを起こせていないジレンマの中で、「もう一度、日本から世界の産業を変える」 をビジョンに、日
本企業や自治体、教育機関等からのベンチャー創出やオープンイノベーションによる事業化に特化した
サービス開発・展開をおこなうイノベーションファーム。 

以上 
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